
２

子どもの発達　気になること、ありませんか。

～発達障がいへの正しい理解～発達障がいへの正しい理解～～

子どもの発子どもの発達達
気になること、ありませんか気になること、ありませんか。。

一人遊びが多く

友だちとうまく遊べない

自分のことばかり話して

止まらない

急に予定が変わったり

知らない場所に行くと

不安になる

落ち着きがない

読む、書く、計算する

が極端に苦手

「落ち着きがない」「読む・書くが極端に苦手」など、子どもの発達に不安を感じることはありませんか「落ち着きがない」「読む・書くが極端に苦手」など、子どもの発達に不安を感じることはありませんか。。

乳幼児期の成長には個人差があり、成長とともに解消されていくものです乳幼児期の成長には個人差があり、成長とともに解消されていくものです。。

しかし、それらが「発達障がい」という脳の機能障がいであることがありますしかし、それらが「発達障がい」という脳の機能障がいであることがあります。。

この障がいについて知らなかったり、正しく理解されていないため誤解が生じることがありますこの障がいについて知らなかったり、正しく理解されていないため誤解が生じることがあります。。

今回は「発達障がい」についての正しい理解を深めたいと思います今回は「発達障がい」についての正しい理解を深めたいと思います。。

言葉の発達が遅い

※「障害」と「障がい」の表記について･･･今回の特集では、法令や国及び地方公共団体の事業名、又は団体名などの固有の名称については「障害」と表記し
　それ以外を原則として「障がい」と表記しています。

３

　
発
達
障
が
い
と
は
？

　
発
達
障
が
い
は
、
脳
の
機

能
障
が
い
が
原
因
と
い
わ
れ

て
お
り
、
自
閉
症
、
ア
ス
ペ

ル
ガ
ー
症
候
群
、
注
意
欠
陥

多
動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）、

学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）
な
ど
が

あ
り
ま
す
（
上
図
参
照
）。

　
発
達
障
が
い
の
あ
る
人

は
、
定
型
発
達
の
人
（
標
準

タ
イ
プ
）
と
は
異
な
っ
た
脳

の
特
性
を
持
っ
て
生
ま
れ
て

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
定
型

発
達
の
人
と
は
異
な
っ
た
成

長
・
発
達
の
し
か
た
を
し
ま

子どもの発達　気になること、ありませんか。

発
達
障
が
い
っ
て
何
だ
ろ
う
？

出展：厚生労働省「発達障害の理解のために」

もっと理解しよう①

Ｑ ＆ Ａアンド

す
。
ま
た
、
成
長
・
発
達
の

し
か
た
に
「
で
こ
ぼ
こ
」
や

か
た
よ
り
が
み
ら
れ
ま
す
。

成
長
し
な
い
の
で
は
な
く
、

成
長
の
し
か
た
に
違
い
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
発
達
障
が
い
の
特
性
は
、

言
葉
の
発
達
の
遅
れ
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り

に
く
い
、
落
ち
着
き
が
な
い
、

計
算
が
極
端
に
苦
手
な
ど
一

人
一
人
違
い
ま
す
。
ま
た
、

障
が
い
ご
と
の
特
性
が
そ
れ

ぞ
れ
少
し
ず
つ
重
な
り
合
っ

て
い
る
場
合
が
多
い
た
め
、

障
が
い
の
種
類
を
明
確
に
わ

け
て
診
断
す
る
こ
と
は
大
変

難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
周
囲
か
ら
は
、
わ
か
り
に

く
い
障
が
い
で
あ
る
た
め
、

発
達
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち

は
、
人
と
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
な

ど
、
そ
の
行
動
か
ら
誤
解
さ

れ
や
す
く
、
傷
つ
い
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
発
達

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
、

自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、
周
囲
の
人
々
の
正

し
い
理
解
や
配
慮
、
協
力
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。　

１
理
解
す
る

発達障がいの原因は？

育て方や環境によるものではありません

脳機能の何らかの障がいと考えられていますが、原因は
特定されていません。育て方や本人の努力不足でおこる
ものではありません。

Ｑ

Ａ

発達障がいの子はどんなことで困るの？

周囲から誤解を受けやすいのです

発達障がいの子どもたちが苦手なことの一つに、コミュ
ニケーションをとることがあります。自分の思いをうま
く伝えられないために「自分勝手な子」「わがままな子」
などと思われることがあります。子どもたちは、周囲の
理解があれば、自分らしく成長できます。

Ｑ

Ａ

発達障がいと診断されたら？

得意なことを伸ばしていきましょう

大切なのは、一人一人の個性を見極めて必要な支援を行
うことです。よくできたことは、ほめて自信を持たせる
と能力を発揮していきます。得意な分野で才能を発揮し
社会で活躍する人たちも少なくありません。

Ｑ

Ａ

　
昨
年
行
わ
れ
た
文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
普
通
学
級
に
通
う
公
立

小
中
学
生
の
６
・
５
％
が
、
発
達
に
何
ら
か
の
課
題
が
あ
る
と
い
う
結
果
で

し
た
。　

人
学
級
で
１
ク
ラ
ス
に
２
～
３
人
が
在
籍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

４０

こ
の
身
近
な
発
達
障
が
い
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

発達障がいについての疑問を

まとめてみました

それぞれの障がいの特性
がい

がい

がい

がい



子どもの発達　気になること、ありませんか。

４

　
気
に
な
る

　
行
動
・
反
応
は

　
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
 発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
は
、
人
と
う
ま
く
関
わ
る
こ

と
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
こ
と
が
苦
手
な
た
め
、
幼

稚
園
や
小
学
校
な
ど
の
集
団
に

入
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

直
面
し
た
り
、
周
囲
か
ら
誤
解

を
受
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
発
達
障
が
い
が
周
囲
に

理
解
さ
れ
ず
、
不
適
切
な
関
わ

り
方
に
よ
っ
て
、
パ
ニ
ッ
ク
や

い
じ
め
被
害
、
不
登
校
、
引
き

こ
も
り
な
ど
の
二
次
的
な
問
題

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

が
、
地
域
で
自
分
ら
し
く
成
長

で
す
る
た
め
に
は
、
早
期
発
見
・

早
期
療
育
が
大
切
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、
発
達
障
が
い
に

気
づ
く
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹

介
し
ま
す
。

　コミュニケーション能力や社会性に関連する脳の

領域に関係する発達障がいの総称です。自閉症、アス

ペルガー症候群のほか、レット症候群、小児期崩壊性

障害、特定不能の広汎性発達障害を含みます。

広汎性発達障害

学習障害（ＬＤ）

　全般的な知的発達に遅れはないものの、聞く、話

す、読む、書く、計算する、推論するなどの特定の能力

を学んだり、行ったりすることにいちじるしい困難

を示すさまざまな状態をいいます。

注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）

　「集中できない（不注意）」「じっとしていられない

（多動・多弁）」「考えるより先に動く（衝動的な行動）」

などを特徴とする発達障がいで、通常７歳以前に現

れます。多動や不注意といったようすが目立つのは

小・中学生ごろですが、思春期以降はこういった症状

が目立たなくなるともいわれています。

もっと理解しよう②

広汎性発達障害

注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）

学習障害（ＬＤ）

猿自閉症
　「言葉の発達の遅れ」「コミュニケーションの障が

い」「対人関係・社会性の障がい」「パターン化した行

動、こだわり」などの特徴を持つ障がいで、３歳まで

には何らかの症状がみられます。自閉症の人々の半

数以上は知的障がいを伴いますが、知能に遅れがな

い高機能自閉症の人々もいます。最近では、症状が

軽くても自閉症と同質の障がいがある場合、自閉症

スペクトラムと呼ばれることがあります。

参考：内閣府大臣官房政府広報室「政府広報オンライン」より

２
気
づ
く

【
人
と
の
関
わ
り
方
】

暫
一
人
遊
び
が
多
い

暫
一
方
的
で
や
り
取
り
が
し
に
く
い

　
お
と
な
や
年
上
の
子
、
年
下
の
こ

　
と
は
遊
べ
る
が
、
同
級
生
と
は
遊

　
べ
な
い

【
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
】

暫
話
は
上
手
で
難
し
い
こ
と
を
知
っ

　
て
い
る
が
、
一
方
的
に
話
す
こ
と

　
が
多
い

暫
冗
談
が
わ
か
り
に
く
い

【
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
想
像
性
】

暫
相
手
に
と
っ
て
失
礼
な
こ
と
や
傷

　
つ
く
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
う

暫
急
な
予
定
変
更
に
不
安
や
混
乱
し

　
た
よ
う
す
が
み
ら
れ
る

暫
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す

【
注
意
・
集
中
】

暫
落
ち
着
き
が
な
い

暫
集
中
力
が
な
い

暫
い
つ
も
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る

暫
忘
れ
物
が
多
い

【
感
覚
】

暫
雷
等
、
突
然
の
大
き
な
音
に
異
常

　
に
こ
わ
が
る

暫
極
端
な
偏
食

【
学
習
】

暫
難
し
い
漢
字
を
読
む
こ
と
が
で
き

　
る
一
方
で
、
簡
単
な
ひ
ら
が
な
が

　
書
け
な
い

暫
図
鑑
や
本
を
好
ん
で
読
む
が
、
作

　
文
を
書
く
こ
と
は
苦
手

それぞれの発達障がいの特性を紹介します。

いずれの障がいの場合も他の発達障がいを

あわせている場合が多くみられます。

●●

●●

●●

●●

●●

●●

猿アスペルガー症候群
　広い意味での自閉症に含まれる一つのタイプで、

「コミュニケーションの障がい」「対人関係・社会性

の障がい」「パターン化した行動、興味・関心のかた

より」があります。自閉症のように、幼児期に言葉の

発達の遅れがないため、障がいがあることがわかり

にくいのですが、成長とともに不器用さがはっきり

することが特徴です。

子どもの発達　気になること、ありませんか。

５

お気軽にご相談下さい

　
発
達
障
が
い
の
子
と

　
接
す
る
と
き
は

　
 発
達
障
が
い
が
あ
る
と

い
っ
て
も
、
障
が
い
の
種
類
や

年
齢
、
性
格
な
ど
に
よ
っ
て
、

一
人
一
人
、
特
徴
が
違
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
生
活
の
中
で

感
じ
る
苦
手
な
こ
と
も
一
人

一
人
違
い
ま
す
。

　
大
切
な
の
は
、
家
族
や
地
域

の
皆
さ
ん
が
、
一
人
一
人
の
個

性
を
尊
重
し
、
そ
の
子
ら
し
い

成
長
を
温
か
く
見
守
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、
肯
定
的
に
関
わ

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
し
か
る

機
会
よ
り
ほ
め
る
機
会
を
増

や
し
ま
し
ょ
う
。
褒
め
る
こ
と

は
肯
定
的
に
関
わ
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
発
達
障
が
い
の

あ
る
子
へ
の
具
体
的
な
配
慮

や
接
し
方
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
配
慮
す
る

　
適
切
な
支
援
を

　
発
達
障
が
い
に
早
く
気
づ
く

こ
と
で
、
そ
の
子
の
個
性
を
い

か
し
な
が
ら
、
そ
の
子
ら
し
く

成
長
す
る
た
め
の
支
援
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で

も
、
子
ど
も
の
発
育
で
気
に
な

る
こ
と
や
不
安
を
感
じ
た
ら
、

で
き
る
だ
け
早
く
、
専
門
機
関

に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

会話の時など、相手の言っていることが
よく理解できていないようで話がかみ合わない

　言葉（音声）による情報は、わずかな時間で消えてしまうた

め、発達障がいのある人には理解しづらい場合があります。

言葉を使う場合には、やさしく、ゆっくり話かけて下さい。

　また、回りくどい表現やあいまいな表現は差し控え、手短

にはっきりと情報を伝えて下さい。文字や絵、身ぶりなどで

視覚的にわかりやすく伝えると理解しやすいと言われてい

ます。

４
相
談
す
る

相手の気持ちが理解できていないようで
場にそぐわない不適切な言動がある

　集団で生活するときには、相手の心を読む、相手の気持ち

になって考えるということは、とても重要なことです。多く

の人は、日常の生活の中で学んでいきますが、発達障がいの

ある人の中には、自然に学ぶことに困難さを抱えている人

が多いようです。そのため、時として相手の気持ちを考えな

いような言葉や行いをしてしまうことがあります。

　本人は決して悪気があってそうした言葉や行いをしてい

るのはではないことを周囲が理解して下さい。そして、本人

に分かるように丁寧に状況を説明してみて下さい。しばしば大きなパニックをおこす
パニックをおこしてしまった時の対応は

　パニックをおこすのには、必ず理由があるので、その理由

を考えてみることが重要です。パニックをおこして一番辛

いのは本人です。本人の特性にあわせ、パニックをおこさな

い環境設定と工夫をして下さい。

　パニックをおこしてしまった場合には、周囲から危険な

ものを取り除き、本人の落ち着く場所に移動させ、おさまる

まで静かに見守って下さい。不用意な声かけや慰めは、逆効

果になる場合があります。おさまったら、自分をコントロー

ルできたことをほめてあげることも重要です。

ものごとをすぐ忘れてしまい
忘れ物などが多い

　ちょっとしたことでもメモを取ったり、チェックリスト

を利用するなど、視覚的に残るもので確認させることが重

要です。

　メモやチェックリストを見ることも忘れてしまうよう

な場合でも、しからずに必ず目に触れるように工夫してあ

げることが大切です。

子どもの発育のことにかぎらず、子育て

で気になっていることや悩みがありまし

たら、下記相談窓口までご連絡下さい。

電話番号所在地相談窓口

43－2111静内御幸町３丁目２番５０号役場（静内庁舎）福祉課

33－2111三石本町212番地 役場（三石庁舎）町民福祉課

42－1287静内緑町４丁目５番１号静内保健福祉センター

33－2233三石本町214番地三石保健センター

42－0321静内緑町３丁目６番20号（静内保育所内）静内子育て支援センター

42－8715静内こうせい町２丁目８番14号新ひだか児童養育相談センター

45－0341静内こうせい町２丁目８番27号（オープンコミュニティみんくる内）しずない心の杜地域療育センター

子育てで気になっていることや悩みはありませんか？

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊


